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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第27期

第２四半期累計期間
第28期

第２四半期累計期間
第27期

会計期間
自  平成23年２月21日
至  平成23年８月20日

自  平成24年２月21日
至  平成24年８月20日

自  平成23年２月21日
至  平成24年２月20日

売上高 (千円) 14,259,521 20,824,803 27,978,277

経常利益 (千円) 564,730 776,454 675,094

四半期純利益又は四半期（当
期）純損失(△）

(千円) △114,419 1,683,127 △190,522

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 1,229,250 1,229,250 1,229,250

発行済株式総数 (株) 7,260,000 12,051,384 7,260,000

純資産額 (千円) 5,843,084 7,614,702 5,730,706

総資産額 (千円) 12,681,779 18,789,340 12,199,787

１株当たり四半期
純利益金額又は１株当たり四半
期（当期）純損失金額（△）

(円) △15.77 139.69 △26.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 (％) 46.1 40.5 47.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △490,024 402,161 455,876

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △56,392 116,271 △170,710

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 149,090 △1,437,156 △87,293

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 333,433 674,297 928,631

　

回次
第27期

第２四半期会計期間
第28期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年５月21日
至  平成23年８月20日

自  平成24年５月21日
至  平成24年８月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 21.44 4.00

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 第27期第２四半期累計期間及び第27期会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につ

いては、１株当たり四半期(当期）純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また第28期

第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、平成24年２月21日において、株式会社鈴丹と合併いたしました。これにより店舗小売事業における

アパレル部門において、ヤングレディースを対象とした「SI2C」「SUZUTAN」等の店舗232店を承継いたし

ました。また、「AZUL by moussy」のブランドでＦＣ（フランチャイズ）事業を行っている店舗を９店舗承

継いたしました。

これにより、新規にＦＣ事業を手がけることになり、当第２四半期累計期間において、店舗小売事業とＦ

Ｃ事業とを報告セグメントとして記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益・雇用状況に緩やかな回復の動きがみられた

ものの、長引く円高や欧州の債務問題ならびに新興国の景気減速懸念などにより、不透明感が強まりまし

た。当社が属する専門店業界は、新設商業施設が減少する中、寡占化した競争環境が進み、厳しい環境で推

移しました。

当社におきましては、平成24年２月21日付で、株式会社鈴丹と合併いたしました。今後は、両社の資産及

びノウハウを共有するなど様々な統合効果を得ることにより、更なる成長を図ってまいります。

当第２四半期累計期間におきまして、当社は、合併後の「事業基盤の整備ならびに増強」に注力するこ

とを中心に、「多核化ブランド戦略」を基本といたしまして、「郊外主力事業の強化」ならびに「都心ブ

ランドの成長拡大」に取り組んでまいりました。

この結果、既存店売上高前年比は96.8％となりました。店舗の出退店におきましては、期首に株式会社

鈴丹の店舗232店舗を加え、新規に13店舗を出店し、32店舗を退店した結果、第２四半期会計期間末の店舗

数は797店舗となりました。また、ＦＣ事業の期末店舗数は11店舗となりました。

合併による規模拡大もあり、売上高は208億24百万円（前年同期比46.0％増）、営業利益は５億31百万

円（前年同期比2.4％減）、経常利益は７億76百万円（前年同期比37.5％増）となりました。四半期純損

益につきましては、株式会社鈴丹から引き継いだ繰越欠損金に対する繰延税金資産計上等により、四半期

純利益16億83百万円（前年同期 四半期純損失１億14百万円）となりました。

　
報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。　

なお、当第２四半期累計期間からセグメント情報の開示を行っているため、前年同四半期との比較数値

は掲載しておりません。

　
①店舗小売事業

店舗小売事業においては、デフレの長期化や天候不順により、売上高は203億22百万円、営業利益は４億

46百万円となりました。

②ＦＣ事業　

ＦＣ事業においては、新店２店舗増加の影響もあり、売上高は４億38百万円、営業利益は80百万円とな

りました。

　
（２）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の資産は187億89百万円となり、前事業年度末に比べて65億89百万円増加しま

した。これは主に株式会社鈴丹を合併したことにより、差入保証金や預け金を含め資産が増加したこと等

によるものです。

負債については、前事業年度末に比べて47億５百万円増加して111億74百万円となりました。これは主

に合併により長期借入金を含め負債が増加したこと等によるものであります。

純資産については、76億14百万円となり、前事業年度末に比べて18億83百万円増加しました。これは主

に四半期純利益の計上によるものであります。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下　資金）は、前事業年度末残高に比べ、株

式会社鈴丹との合併により６億64百万円増加いたしましたが、営業活動、投資活動及び財務活動により９

億18百万円減少し、６億74百万円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、４億２百万円（前年同期は４億90百万円の減少）となりました。これ

は、税引前四半期純利益の増加によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果増加した資金は、１億16百万円（前年同期は56百万円の減少）となりました。これは、保

証金の回収による収入によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は、14億37百万円（前年同期は１億49百万円の増加）となりました。これ

は、借入金の返済による減少と配当金の支払等によるものです。

　
（４）従業員数

当社は、平成24年２月21日において株式会社鈴丹を合併したことに伴い、店舗小売事業は99名（臨時従

業員812名）、ＦＣ事業は14名（臨時従業員54名）、全社11名（臨時従業員４名）増加しております。

なお、臨時従業員数は、嘱託社員と１日８時間換算のパートタイマーを外書で記載しております。

　
（５）生産、受注及び販売の実績

当第２四半期累計期間において、当社は店舗小売事業の販売の実績が増加しており、また当第２四半期

累計期間からＦＣ事業の販売が発生しております。これは、株式会社鈴丹を合併したことに伴うもので

す。

　
（６）主要な設備

当第２四半期累計期間において、店舗小売事業及びＦＣ事業において店舗等設備が増加しております。

これは株式会社鈴丹を合併したことに伴うものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,360,000

計 27,360,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年８月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年10月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,051,384 12,051,384
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）
単元株式数100株

計 12,051,384 12,051,384― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年８月20日 ― 12,051,384 ― 1,229,250 ― 1,203,225
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(6) 【大株主の状況】

平成24年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ユニー株式会社 愛知県稲沢市天池五反田町１番地 7,493 62.2

野村信託銀行株式会社(投信口) 東京都千代田区大手町２丁目２－２ 294 2.4

パレモ従業員持株会 愛知県稲沢市天池五反田町１番地　 242 2.0

岩間　公一 名古屋市千種区 222 1.8

BNP-PARIBAS SECURITIES SERVICES
LUXEMBOURG-JASDEC SECURITIES

33 RUE DE GASPERICH,L-5826
HOWALD-HESPERANGE,LUXEMBOURG

156 1.3

株式会社三菱東京UFJ銀行
東京都千代田区丸の内２丁目７番１
号

130 1.1

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８―11 105 0.9

HSBC-FUND SERVICES, SPARX ASSET
MANAGEMENT CO LTD

1 QUEEN'S ROAD CENTRAL HONG KONG63 0.5

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 54 0.5

サンラリー株式会社 岐阜県岐阜市北鶉３丁目16番地 50 0.4

計 ― 8,812 73.1

(注)１　所有株式数は、千株未満を切り捨てております。

２　スパークス・アセット・マネジメント株式会社から平成24年３月２日付で関東財務局長に提出された大量保有

報告書により平成24年２月29日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当

第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりま

せん。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合

スパークス・アセット・マ
ネジメント株式会社

東京都品川区大崎一丁目11番2
号ゲートシティ大崎

379 3.1
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 2,800 ― ―

完全議決権株式(その他) 11,878,600 118,786 ―

単元未満株式 169,984 ― ―

発行済株式総数 12,051,384― ―

総株主の議決権 ― 118,786 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社パレモ

愛知県稲沢市天池五反田
町１番地

2,800 ― 2,800 0.0

計 ― 2,800 ― 2,800 0.0

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年５月21日から

平成24年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年２月21日から平成24年８月20日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　
資産基準 1.1%

売上高基準 1.1%

利益基準 △0.1%

利益剰余金基準 1.7%

※会社間項目の消去前の数値により算出しております。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 928,631 674,297

売掛金 41,723 93,618

預け金 863,619 2,171,703

商品 2,607,846 3,244,609

貯蔵品 23,334 31,626

前払費用 16,367 47,401

繰延税金資産 129,370 419,447

未収入金 39,529 92,678

1年内回収予定の差入保証金 287,546 494,947

その他 8,687 577

貸倒引当金 △111 △250

流動資産合計 4,946,545 7,270,658

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,149,025 1,597,667

工具、器具及び備品（純額） 122,117 266,204

建設仮勘定 23,965 3,230

有形固定資産合計 1,295,108 1,867,103

無形固定資産

商標権 10,857 9,836

ソフトウエア 3,859 15,475

電話加入権 37,950 64,373

その他 202 1,113

無形固定資産合計 52,869 90,799

投資その他の資産

投資有価証券 － 5,100

関係会社株式 － 40,000

出資金 7,632 7,427

長期前払費用 84,825 130,968

繰延税金資産 225,031 1,008,426

差入保証金 5,427,460 8,267,522

店舗賃借仮勘定 8,087 48,275

前払年金費用 148,977 152,744

破産更生債権等 11,947 95,855

長期預金 － 100,000

その他 15,901 16,605

貸倒引当金 △24,600 △312,146

投資その他の資産合計 5,905,264 9,560,779

固定資産合計 7,253,241 11,518,681

資産合計 12,199,787 18,789,340
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月20日)

負債の部

流動負債

支払手形 13,750 17,471

電子記録債務 2,755,075 2,780,342

買掛金 694,439 1,816,493

1年内返済予定の長期借入金 600,000 600,000

未払金 292,626 278,639

未払費用 889,612 1,351,314

未払法人税等 47,968 159,726

未払消費税等 15,449 104,743

預り金 48,878 225,558

賞与引当金 121,700 180,600

役員賞与引当金 － 16,812

資産除去債務 12,357 18,381

設備関係支払手形 88,147 174,763

流動負債合計 5,580,004 7,724,846

固定負債

長期借入金 500,000 2,100,000

退職給付引当金 － 626,442

資産除去債務 377,864 712,137

長期未払金 11,211 11,211

固定負債合計 889,076 3,449,791

負債合計 6,469,080 11,174,637

純資産の部

株主資本

資本金 1,229,250 1,229,250

資本剰余金

資本準備金 1,203,225 1,203,225

その他資本剰余金 － 230,758

資本剰余金合計 1,203,225 1,433,983

利益剰余金

利益準備金 60,850 60,850

その他利益剰余金

別途積立金 2,970,000 2,970,000

繰越利益剰余金 274,757 1,921,608

その他利益剰余金合計 3,244,757 4,891,608

利益剰余金合計 3,305,607 4,952,458

自己株式 △7,375 △989

株主資本合計 5,730,706 7,614,702

純資産合計 5,730,706 7,614,702

負債純資産合計 12,199,787 18,789,340
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

売上高 14,259,521 20,824,803

売上原価 6,669,899 9,691,519

売上総利益 7,589,622 11,133,284

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 175,650 275,708

役員報酬及び給料手当 2,896,989 4,233,034

賞与引当金繰入額 123,500 180,600

役員賞与引当金繰入額 － 16,812

退職給付引当金繰入額 48,216 77,698

福利厚生費 369,746 539,095

消耗品費 252,097 349,973

賃借料 2,095,134 3,309,791

減価償却費 167,359 253,107

水道光熱費 237,527 354,775

旅費 71,611 99,046

その他 606,734 911,927

販売費及び一般管理費合計 7,044,568 10,601,571

営業利益 545,054 531,713

営業外収益

受取利息 1 877

受取配当金 － 8,000

仕入割引 1,053 1,666

債務勘定整理益 20,044 10,758

為替差益 9,548 1,642

貸倒引当金戻入額 － 190,447

その他 2,398 54,985

営業外収益合計 33,046 268,377

営業外費用

支払利息 8,190 13,773

その他 5,178 9,863

営業外費用合計 13,369 23,636

経常利益 564,730 776,454

特別利益

移転補償金 3,640 4,308

貸倒引当金戻入額 729 －

特別利益合計 4,370 4,308

特別損失

固定資産処分損 13,599 22,244

減損損失 7,222 61,290

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 342,835 －

災害による損失 91,438 －

その他 67,489 2,600

特別損失合計 522,585 86,134

税引前四半期純利益 46,516 694,627

法人税、住民税及び事業税 135,126 108,957

法人税等調整額 25,809 △1,097,456

法人税等合計 160,935 △988,499

四半期純利益又は四半期純損失（△） △114,419 1,683,127
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 46,516 694,627

減価償却費 167,359 253,107

減損損失 7,222 61,290

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 342,835 －

長期前払費用償却額 18,028 22,582

貸倒引当金の増減額（△は減少） △729 △186,147

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,400 14,850

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △41,836 16,812

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △27,392

前払年金費用の増減額（△は増加） △5,174 △3,766

受取利息及び受取配当金 △1 △8,877

支払利息 8,190 13,773

固定資産処分損益（△は益） 12,916 23,904

売上債権の増減額（△は増加） △626,848 △856,640

たな卸資産の増減額（△は増加） 45,425 234,570

仕入債務の増減額（△は減少） △64,980 278,305

その他 △7,739 24,807

小計 △100,217 555,805

利息及び配当金の受取額 1 8,882

利息の支払額 △8,228 △12,628

法人税等の支払額 △381,579 △205,709

法人税等の還付額 － 55,810

営業活動によるキャッシュ・フロー △490,024 402,161

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △133,912 △209,693

長期前払費用の取得による支出 △25,225 △24,650

差入保証金の差入による支出 △68,358 △146,140

差入保証金の回収による収入 183,402 543,134

その他 △12,299 △46,379

投資活動によるキャッシュ・フロー △56,392 116,271

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △2,400,000

長期借入れによる収入 － 1,600,000

長期借入金の返済による支出 － △600,000

配当金の支払額 △50,909 △36,167

自己株式の取得による支出 － △989

財務活動によるキャッシュ・フロー 149,090 △1,437,156

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △397,326 △918,723

現金及び現金同等物の期首残高 730,759 928,631

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 664,390

現金及び現金同等物の四半期末残高 333,433 674,297
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【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

 

　

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自  平成23年２月21日
至  平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年２月21日
至  平成24年８月20日)

　  現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 
　　現金及び現金同等物の四半期末残高は、四半期貸借対

照表の現金及び預金と一致しております。　

    現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 
同左

　

　
(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年８月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月12日
定時株主総会

普通株式 50,785 ７ 平成23年２月20日 平成23年５月13日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月27日
取締役会

普通株式 36,275 ５ 平成23年８月20日 平成23年11月１日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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当第２四半期累計期間(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日
定時株主総会

普通株式 36,275 ５ 平成24年２月20日 平成24年５月14日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月28日
取締役会

普通株式 60,242 ５ 平成24年８月20日 平成24年11月１日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

(千円）

　 資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

資本準備金
その他資本
剰余金

利益
準備金

その他利益剰余金

別途
積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 1,229,2501,203,225－ 60,8502,970,000274,757△7,3755,730,706

合併による
増加

　 　 238,134　 　 　 　 238,134

合併による自
己株式の割当

　 　 △7,375　 　 　 7,375 －

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △36,275　 △36,275

四半期純利益 　 　 　 　 　 1,683,127　 1,683,127

自己株式の
取得

　 　 　 　 　 　 △989 △989

当四半期変動
額合計

－ － 230,758 － － 1,646,8516,3861,883,996

第２四半期会
計期間末

1,229,2501,203,225230,75860,8502,970,0001,921,608△9897,614,702

　※平成24年２月21日に株式会社鈴丹を吸収合併したことに伴い、資本剰余金のその他資本剰余金が238,134

千円増加し、自己株式が7,375千円減少しました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年８月20日)

  当社の報告セグメントは、店舗小売事業のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記載

を省略しております。

　

Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
四半期損益計
算書計上額

店舗小売事業 ＦＣ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,322,071438,78520,760,85763,94620,824,803－ 20,824,803

セグメント間の内部売上
高 又は振替高

－ － － － － － －

計 20,322,071438,78520,760,85763,94620,824,803－ 20,824,803

セグメント利益 446,45180,281526,7334,980 531,713－ 531,713

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットでの商品販売等で

あります。

２.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、株式会社鈴丹との合併により、ＦＣ事業を承継したことに伴い、第１四半期より、店舗小売事業

及びＦＣ事業を報告セグメントとして記載しております。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「店舗小売事業」セグメントにおいて、減損損失を61,290千円計上しております。

　
４．報告セグメントごとの資産に関する情報

平成24年２月21日付の株式会社鈴丹との合併により、前事業年度末に比して、当第２四半期会計期間の

末日における報告セグメントごとの資産の金額が著しく変動しております。その内容は、次のとおりであ

ります。

店舗小売事業 15,568,175千円 （前事業年度末 10,589,464千円）

ＦＣ事業 581,000千円 （前事業年度末 －千円）

その他 13,553千円 （前事業年度末 14,076千円）

全社 2,626,611千円 （前事業年度末 1,596,245千円）
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年２月21日
至  平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年２月21日
至  平成24年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損
失金額（△）（円）

△15円77銭 139円69銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千
円)

△114,419 1,683,127

　　普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額（△）(千円)

△114,419 1,683,127

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,255,120 12,049,298

（注）前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

中間配当

　平成24年９月28日開催の取締役会において、中間配当金として１株につき５円（総額60,242千円）を支払

うことを決議しました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月３日

株式会社パレモ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    越山　薫 　   印
　

　 　 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    奥谷　浩之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社パレモの平成24年２月21日から平成25年２月20日までの第28期事業年度の第２四半期会計期間(平成24

年５月21日から平成24年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年２月21日から平成 24年８月20日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計
算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パレモの平成24年８月20日現在の財政状態並
びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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